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米国・欧州株式見通し

【米国株式】
急速な上昇相場の反動などにより、目先は軟調に推移する可能性も。
中期的には、企業の積極的な設備投資や米景気の底堅さ、長期金利の変動が落ち着くことなどを受け上昇基調へ回帰か。

【欧州株式】
 目先は急速な上昇相場の反動から軟調な展開を見込む。
 ロシア・ウクライナ間の地政学リスクに加えて、欧州景気が軟調なことや、人件費が企業収益を圧迫する可能性がある
ことなどから、欧州株式は米国株式に比べて軟調な推移を想定。

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

【 Ｓ＆Ｐ500種指数と株価収益率の推移 】 【 ユーロ・ストックス50指数と株価収益率の推移】


